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Abstract Recently more attention has been paid to symbioses in the marine ecosystem， because some 

symbionts greatly inftuence the population dynamics of their hosts. The present paper briefty reviews ciliates 

associated with two important zooplankters， viz.， copepods and mysids. The histophagous apostome ciliate 

Vampyrophrya pelagicαis broadly distributed in the shallow waters of the world oceans and parasitizes a wide 

variety of planktonic copepods， except for some oithonids and Microsetellα. Hatching of phoronts is mainly 

triggered by predation by invertebrate carnivores on copepods with phoronts on the body surface and then 

the hatching trophonts consume copepod tissues in the guts of the predators earlier than do the predators， 

suggesting that prey copepods provide no nutritious value for the predators. The life cyde of V. pelagicαis 

stronglya百ectedby water temperature with a high prevalence of phoronts on copepods during warm seasons， 

since production of infective tomites is accelerated by high temperature. Four genera of suctorian ciliates are 

found on the body surface of 10 oceanic copepod species belonging to 6 genera from the 0-2，000 m water 

column in the northern North Pacific. Since these suctorians feed on phytoplankters， the host copepods can 

be enriched for copepod -preda tors. Peri trich cilia tes such as the Episty lididae and V orticellidae are a ttached 

to the bodies and appendages of shallow-water mysids. Infestation is highly host-specific to intertidal species 

of the subfamily Gastrosaccinae and geographically restricted to northern Japan. 

Key words: apostome， ciliate， host， copepod， mysid， peritrich， suctorian 

はじめに

動物プランクトン個体群の減耗要因として従来，捕食が重視

されてきたが，近年では，渦鞭毛虫類，繊毛虫，ニコテ科カイ

アシ類，等脚類アミヤドリムシ類による寄生あるいは捕食寄生

がその原因の一端としてクローズアップされている (Daly& 

Damkaer 1986， Coats & Heisler 1989， Kimmerer & McKin-

non 1990， Gomez-Gutierrez et al. 2003， 2006， Ohtsuka et al. 

2004， 2005a， 2007，大塚ほか 2006).しかしながら，わが国にお

いてこのような寄生生物の生態系における重要性が見過ごされ

てきた.その原因として，プランクトンの寄生生物に興味をもっ

研究者が少なかったこと，生産生態学の観点から栄養段階を単

純化する必要性があったため寄生生物の存在を無視せざるをえ

なかったこと，などが挙げられる.しかし，動物プランクトンに

は通常，なんらかの内外部寄生生物が存在し (Theodorides

1989，大塚ほか 2000，2006， Ohtsuka et al. 2009)，寄生率，寄

生個体数が高い場合は宿主の個体群動態に影響があることが推

定されている.たとえば，カイアシ類に内部寄生する Syndin-

iumという渦鞭毛虫類はカイアシ類の減耗に大きく関与し，そ

の見積りは 最大40%d-1にも及ぶとされる (Kimmerer& 

McKinnon 1990).有鐘繊毛虫類は渦鞭毛虫類Duboscquellaに

よって捕食圧に匹敵する減耗を受ける (Coats& Heisler1989). 

また，オキアミ類に内部寄生する捕食寄生性隔口類Coll仰向は

北東太平洋沿岸域でオキアミ類Euphαusia pαcifica， Thysa-

noessa greg.αria， T. sPiniferaの大量死を引き起こしている

(Gomez-Gutierrez et al. 2003， 2006). 

本稿では，動物プランクトンとして重要なカイアシ類，アミ
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類に共生する繊毛虫の生活史，生態，生態的機能について概説

する.なお， I共生」に関する厳密な定義は困難である場合があ

るが(Bushet al. 2001)，ここでは相利共生，片利共生，寄生，

捕食寄生，便乗なども含む広義の意味で「共生」という言葉を

使用し，宿主と共生生物との種間関係が明確でない場合も「共

生」という言葉を使用する.通常，宿主が共生生物より体サイ

ズが大きく，宿主と共生生物聞に食関係が成立していて宿主に

なんらかの悪影響がある場合を「寄生J，宿主を確実に死に至ら

しめる場合を「捕食寄生」と呼ぶこととする.

カイアシ類に寄生する隔口類

隔口類(Apostomia)は主に甲殻類を宿主とし，全種が共生性

という特異的な繊毛虫のグループである.宿主への影響はさま

ざまで，十脚類の脱皮殻に残存する体液を摂取して宿主本体に

はなんら影響を及ぼさない種からオキアミ類の捕食寄生性種ま

で含まれる (Chatton& Lwo百 1935，Gomez-Gutierrez et al. 

2006).また，その生活史は複雑であるが，基本的には形態と生

理機能が異なる 4種類の細胞，つまり，休止期 (phoront)，摂食

期(trophont)，分裂期 (tomont)，感染期(tomite)からなる.カ

イアシ類を宿主とするものは VαmpyroPhryα μlagicαをはじ

め， いくつかの種が報告されている (Chatton& Lwoff 1935， 

Grimes & Bradbury 1992， Ohtsuka et al. 2004). 隔口類の休

止期と考えられるシストが浅海~深海に生息するさまざまなカ

イアシ類にみられるが(Sewell 1951， Ohtsuka et al. 2003， 

2004， 2005b， Ohtsuka & Boxshall 2004)，摂食期の細胞が観察

されていないものが多いので実態は不明である.

VampyroPhryαpelagicαは世界の沿岸域に広く分布し

(Chatton & Lwo百1935，Grimes & Bradbury 1992， Ohtsuka 

et al. 2004)，明瞭な宿主特異性を示す (Ohtsukaet al. 2004). 

以下の記述は主として Ohtsukaet al. (2004)の研究に基づく.

休止期(シスト)(Fig.1A)の付着率はカラヌス目では全般に高

く(Fig.2)，キクロプス目 Oithonα属のある種，ハルパクチク

ス目 Microsetellα属などには寄生がみられない (Grimes& 

Bradbury 1992， Ohtsuka et al. 2004).感染期はカイアシ類の

体表を探索するような行動がみられるが，体表上あるいは体か

ら水中に放出されるなんらかの物質を認識して，このような宿

主特異性が示されると考えられる.休止期のハッチ， つまり摂

食期(Fig.1B)の出現は通常， 2つの刺激によって起こるとされ

る. 1つは休止期を付着させたカイアシ類がヤムシ類(Fig.

1D)，クラゲ類，クシクラゲ類などの捕食性無脊椎動物プランク

トンに摂食されることであり， もう 1つは物理的にカイアシ類

が傷を受けることである.いずれの場合も， カイアシ類の体液

が体外に漏れ出ることが必須条件である.実験室ではペプトン

溶液でハッチを誘発できるが(Grimes& Bradbury 1992)，含

有されるなんらかの化学物質がハッチのトリガーとなっている

Fig. 1. Apostome ciliate VIαmpyroPhryαpelagica. A. 

Stalked phoront on leg of host copepod; B. Trophont 

with cytostome (CS) opening; C. Ultrastructure of 

cytoplasm of trophont. Note electron-dense membrane 
(arrowed) which is considered as precursor of food 

vacuole membrane. FV: food vacuole; CI: cilia; D. 
trophonts (arrowed) in gut of Sαgitt，αcrassα. Note 

copepod carcasses (CC). 

と考えられる.前者の場合，捕食者の消化酵素にも耐え，捕食者

よりも早くカイアシ類の組織を食してしまう. このことはこの

捕食者に深刻な影響を及ぼす.つまり， カイアシ類が捕食者の

栄養にならないばかりか，捕獲のために使ったエネルギーさえ

も浪費したことになってしまうからである.一方， アユの仔魚

に休止期が付着したカイアシ類を実験的に捕食させた場合に

は， ハッチが誘発できなかった.休止期が魚類の消化酵素には

耐えることができないのかもしれない.カイアシ類を実験室内

において柄付き針でつぶすと休止期が容易にハッチして摂食期

に変態し，第二のトリガーを再現できる.今後，休止期のハッチ

を誘引する物質を同定することが課題として残されている.

休止期からハッチした摂食期は細胞の直径の 1/3ほどの大き

な細胞口をもち (Fig.1B)，カイアシ類の組織を急速に食べ始め

る.本種の摂食期は繊毛列が 10本存在するが，細胞口は特定の

位置に生じる.休止期および初期の摂食期の細胞内部には約

0.04μmの厚い膜状構造が多数存在するが(Fig.1C)， やがて摂

食が終了する直前ではこれらの膜はすべて消失する. この膜状

構造は時間経過とともに小胞状に変形し，最終的には食胞膜に

組み込まれると考えられる. つまり， この膜状構造は食胞膜の

前駆体であると考えられる.摂食期の細胞の直径は約3倍(約

60μm)，体積ではその 3乗倍にまで短時間で膨張する.水温が

250Cであれば，摂食期の滞留時間は約2時間である(大塚ほか

未発表).このような急速な細胞の膨張のために休止期の段階で

すでに食胞膜の前駆体を前もって備えていると考えられる.
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Fig. 2. Attachment of phoronts of apostome ciliate 
Vampyrophrya pe旬以cα on planktonic copepods in 

Seto Inland Sea， western Japan. Host copepods are 

ecologically classifi.ed into 3 groups， species occurring 

in all seasons， warm-water species， and cold句water

species. BL: body length. 

摂食期は摂食し終えると殻だけになったカイアシ類の内部に

静止して，休止期とは別なシストを形成する(分裂期).シス卜

内部で細胞分裂が起こり， 12~20 の感染期を産出する. シス

トの一定の場所に小孔ができて感染期がここから水中に泳ぎ出

て，次の宿主を探索する.感染期から休止期へ至る細胞内外の

変化については今後の課題である.

休止期の付着は瀬戸内海においては明瞭な季節性を示し，大

型冷水性種における冷水期での出現を除き，ほぼ暖水期に限ら

れている (Fig.2).この現象は生活史の回転速度と水温の関連

から説明が可能である. 10
0

Cでは分裂期の時間(約330時間)

が著しく遅延し， 25
0

Cのとき(約 18時間〉の約 18倍感染期の

産出が遅延する.このことが休止期の寄生率の季節変化をもた

らす主要な要因と推定される.一方，冷水期においても寿命の

長い大型種 (Calanussinicus， Euchaeta planaなど体長が3

mm前後ある種)には休止期の付着がみられるが，感染期が活

発に生産される時期に寄生が起こって， これらのカイアシ類が

長寿なため，そのまま冷水期にも休止期が付着していると解釈

されている(Fig.2). これが翌年の暖水期における各種カイア

シ類への高寄生率の“タネ"となっていると考えられる.

世界各地の浅海~深海にカイアシ類を宿主とする隔口類が存

在すること，暖水期には高寄生率であること(瀬戸内海におけ

る最優占種Pαracαlanusparvus s. 1.では寄生率 100%)，カイ

アシ類を餌とする浮遊性，底生性の捕食性無脊椎動物が多いこ

となどから浮遊界のみならず底生界においてもエネルギーの流

れについて再考を促す重要な存在といえる.また， オキアミ類

などの捕食寄生性隔口類の存在も今後，生態系における物質循

環の観点からも注目していかねばならない.

89 

Gael(/IIlIs a/'/IIige/' Mel/'idia ParaellclU/ela Pa/'aellchaela ParaellclU/ela 

GaelallllS simp!ex pacijica mbra bi/'oslrala e!ollgala 

Gael(/IIlIs I'a/'iabilis ~一一 一¥1
Helel州帥SImll附 ~γ1\\ ~動
Hele/'oslyliles majo/' -----ナY了九九l，.~ L..-<宅謹Pて
Scap!lOca!aIlIlS maglllls ~務付アタI官、

Calanoid copepods ./ 

Fig. 3. Schematic illustration showing species-

specifi.c host prevalence between suctorian ciliates 

(upper) and calanoid copepods (lower) in the northern 

North Pacifi.c Ocean. For suctorian ciliates， all four 

genera were illustrated (scale bar= 50μm)， while only 

the ad ul t female of Paraeuchαet，αbirostrata was shown 

for calanoid copepods as an example. Black spots in 

the ciliate cells indicate the positions of the 

macron ucleus. 

力イアシ類に外部寄生する吸管虫類

世界各地の主に外洋域で，カイアシ類に共生する吸管虫類

(Suctoria)が確認されている (Sewell1951，山口 2006).カイ

アシ類の体表に付着する吸管虫類に関する知見は北大西洋，地

中海およびアラビア海におけるものであり，北太平洋における

吸管虫類に関する知見は乏しい.本研究では北太平洋亜寒帯域

とその縁辺海(日本海およびオホーツク海)において水深

2，000 mに及ぶ試料を採集し，カイアシ類の体表に付着する吸

管虫類について観察を行った結果を紹介する.

吸管虫亜綱には， 現在までに未同定を含む 2目10科に属す

る21属 39種が知られており，カラヌス目カイアシ類からは 2

目4科に属する 7属 13種が報告されている (Fernandez-

Leborans & Tato-Porto 2000b). 北太平洋亜寒帯域とその縁

辺海においてカラヌス目カイアシ類6属 10種のコペポディド

V期(C5)と雌成体において吸管虫類の付着が確認された (Fig.

3). 付着している吸管虫類には 4属が確認された.Tokoρhryα 

属や TroPhogemmα属の海産カラヌス目カイアシ類への付着は

本研究ではじめて観察された.また，Tokophryα属は

Pαraeuchaeta birostratαから，Trophogemmα属はP.elongαtα 

からしか見つからず，宿主特異性があると考えられる (Fig.3).

北太平洋亜寒帯域に出現するカラヌス目カイアシ類98種

(Yamaguchi et a1. 2002)のうち吸管虫類の付着が確認された

のは，粒子食性カイアシ類は 57種中 3種(5.3%)，デ トライ タ
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て体サイズの違いを「吸管虫付着なし個体」と「吸管虫付着個

体」で検定したが有意な差はなく (U-test，p=0.67)， この含有

蛍光色素量の差は吸管虫類に起因することが示唆された.蛍光

顕微鏡観察によって，吸管虫類の細胞内には捕食した微小藻類

由来の色素が含まれていることが確認され，吸管虫付着個体の

高い色素量は吸管虫細胞に由来すると考えられる.本共生関係

は便乗あるいは片利共生と考えられるが，餌の競合が生じる場

合に加えて，付着細胞が多い場合には遊泳行動に負荷がかかっ

たり，付着が雌成体の背面に多いことから生殖行動の妨げにな

るであろう.

吸管虫類の生活史は一部の種で解明されているが，さまざま

な環境ストレスに対応したステージをもっ (e.g.Fernandez-

Leborans et al. 1996). 吸管虫類の無性生殖の様式は 3つに分

けられ，出芽や分裂が親細胞の表面で起こる外生，出芽が親細

胞の細胞質陥入部 (pouch，ポーチ)で起こる内生，出芽と娘細

胞の細胞分裂がポーチ内で起こる外転が知られている.吸管虫

亜綱内の分類は， この出芽と分裂の様式によっており，それぞ

れハリヤマスイクダムシ目 (Exogenida外生芽類)，ボンボリ

スイクダムシ目 (Endogenida内生芽類)，ハナエダスイクダム

シ目 (Evaginogenida外転芽類)と呼ばれている.カラヌス目

カイアシ類の体表付着種としては外生芽類と内生芽類が知られ

ているが，外転芽類の報告はない.

アミ類に外部寄生する周毛類

甲殻類の体表に共生する繊毛虫類の分類学的研究は古くから

しかし，アミ類に共生する繊毛虫類の研究は他行われてきた.

ス食性カイアシ類は 17種中 l種 (5.9%)であるのに対し，肉食

性カイアシ類では 24種中 5種 (20.8%)と他の食性のカイアシ

類に比べて多かった.また，付着吸管虫類の属数も粒子食性種

では 2属，デトライタス食性種では l属であったのに対して，

肉食性種では 3属と多かった (Fig.3). 吸管虫類の付着はいず

れも後体部を中心とした部位で高い付着率を示した(山口

2006). 一方， 口器付属肢や遊泳肢への付着率はカイアシ類の

種によって違いがあった.宿主カイアシ類の遊泳および摂餌時

に使用頻度が高く，摩耗による剥離の可能性が高い部位への付

着率は低くなっていると考えられる.

吸管虫類の宿主特異性を示す例として，北太平洋亜寒帯域の

カラヌス目カイアシ類群集において個体数の多い Pseudo-

calanus属，バイオマスに優占する Neocalanus属やEucαJαnus

属には吸管虫類の付着はみられなかった.食性としては肉食性

カイアシ類に多く付着がみられ，発育段階としては雌成体に付

着が多かった (Yamaguchi& Ikeda 2001).雌成体や肉食性カ

イアシ類に吸管虫類の付着率が高い理由として，吸管虫類がそ

の宿主として体サイズが大きく，脱皮間隔が長く，捕食される

危険性が少ない種を選んでいることが考えられる.また，最終

発育段階である雌成体への付着率が高く， C5期にも少数の付着

はみられるものの， C1~C4 期への付着がみられなかった.この

ことは，吸管虫類はカイアシ類の若い発育段階には付着しない

(あるいはできない)ことを示している.吸管虫付着のみられる

のが成体や C5といった滞留時間の長い発育段階のみであるこ

とは，吸管虫類の付着が宿主カイアシ類の脱皮の際に脱落して

しまうことの反映かもしれない.

北太平洋亜寒帯域においてカラヌス目カイアシ類に体表付着

している吸管虫類の平均出現細胞数は1.7x 105 cells m-2であ

り，繊毛虫類のサイズから炭素含有量を推定し求めたノイイオマ

スは 816，ugC m-2であった. この値は浮遊生活を送る繊毛虫

類に比べて，細胞数は 0.1~0.3%，バイオマスは 0.3~0.4%に

しかすぎなかった.吸管虫類は海洋における物質循環上は大き

な役割は果たしていないと考えられるが，海域や季節によって

は吸管虫類が高い付着率を示すため(山口 2006)，宿主カイア

シ類の生態に与える影響も大きいと考えられる.

たとえば，吸管虫類は微小藻類を捕食しているため，粒子食

者が宿主である場合には餌の競合が生じるであろう.一方，吸

管虫類が付着しているカイアシ類はその捕食者にとって栄養的

に優れているという見方もできる.付着を受けたカイアシ類に

ついて蛍光光度計などで含有蛍光色素量を測定した場合には，

大きな誤差(寄生を受けていない個体に比較して 2.0~5.4倍高

し可)を生じるので注意しなければならない (Fig.4). Fig. 4は同

じ定点における同じ種の同じ発育段階 (Metridiαρ前例cα雌成

体)における含有蛍光色素量を 「吸管虫付着なし個体」と 「吸

管虫付着個体」で比較したもので，ホルマリン固定試料につい

90 
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の甲殻類分類群と比較して少なく ，また，対象域も冷水域に偏

る傾向があった (e.g.Evans et a1. 1981， Fernandez-Leborans 

& Tato-Porto 2000a， b， Fernandez-Leborans 2001， 2009). 

近年の研究から， こうした共生関係は熱帯域に生息するアミ類

でも普通にみられる現象であることが明らかになりつつあり
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Fig. 5. A. Peritrich ciliate Zoothαmnium duPlicatum 

(encircled) infesting estuarine mysid Mesopodopsis 

tenuipes: abdVI， sixth abdominal somite; tel， telson; 

urp， uropod. (after Hanamura et a1. 2010); B. Temporal 

variations in prevalence of peritirich ciliates on mysid 

crustaceans. Ishikari: peri tirch -A rchαeomysis associa-

tion in Ishikari Bay， northern J apan， 1989-1991 (see 
Hanamura 2000); Merbok: Zoothαmnium-Mesopodopsis 

association in Merbok mangrove estuary， Malaysia， 

2005-2006 (after Hanamura et a1. 2010). 

podopsis orientαlisにZoothαmniumが着生した事例はこれまで

のところ発見されていない (Hanamuraunpub1.).このような繊

毛虫の宿主・環境特異性を利用して，今後，水質や個体群判別の

ためのマーカーとして利・活用することも可能であろう.

限られた研究事例ではあるが，冷水域に比べ熱帯水域のアミ

類では一般に繊毛虫の着生率が低く (Fig.5B)，さらに宿主あた

りの着生量(個体数)も少ない傾向がみられる (e.g.Evans et 

a1. 1980， Fernandez-Leborans 2003).熱帯域では水温が高い

ことからアミ類宿主の脱皮頻度が高く，結果として繊毛虫の固

着を妨げる要因の 1つとなっていることが推察される (Hana-

mura et a1. 2010):ただ し寄生繊毛虫と甲殻類宿主との寄生

が成立する要因について個別の環境因子との関係だけで説明し

きれない事例も多く，また，宿主密度が寄生率に及ぼす影響に

ついても相反するケースが多数知られるなど (e.g.Threlkeld 

et a1. 1993， Utz & Coats 2005)，寄生虫宿主の個体群動態は

予想以上に複雑な様相を呈している.

(Fernandez-Leobrans et a1. 2009， Hanamura et a1. 2010， 

Hanamura unpub1.)，現在では淡水域から海域，沿岸表層から

深海に及ぶ水圏の至るところで成立している種間関係と認識さ

れつつある.研究の立ち後れからこれまでに報告されたアミ類

の外部共生性繊毛虫類はたかだか 10種程度にすぎないが，そ

れらの分類群は漏斗類(Chonotrichia)，周毛類(Peritrichia)， 

吸管虫類，隔口類など多岐にわたっている.

北太平洋の固有群である浅海性のフクロアミ類Archαeo-

mysis属には周毛類の Epistylididae，Vorticellidaeなどに属

する固着性繊毛虫類がほぼ腹部付属肢に限定して付着し，その

付着率は北方に向かつて高くなる顕著な地理的勾配が認められ

る (Hanamura& Nagasaki 1996，大塚ほか 2006).北海道で

は繊毛虫類の付着が周年にわたって観察され，宿主個体群の実

に90%以上(平均〉が付着を受けている (Fig.5B).これら周毛

類の付着は本邦の北方域に生息する潮間帯の潜砂性アミ類では

普通にみられる現象であるが，潜砂性であっても潮下帯に分布

するアミ種との間では共生関係が成立していない.さらに，潮

間帯で繊毛虫が着生したアミ類と同所的に生息する等脚類ヒメ

スナホリムシ (Excirolanαchiltoni)にも共生が確認されていな

い.興味深いことに， ヒメスナホリムシにはアミ類とは全く別

種の繊毛虫(吸管虫類)が外部寄生している (Fernandez-

Leborans et a1. 2002， 2003). この事実は，共生性繊毛虫と甲

殻類の種間関係が両種の微妙な生理・生態的特性のバランスの

上に成り立っていることを示唆する

前述したように，近年，マレーシアのマングロープ汽水域に

生息する表在性軟甲類であるクルマエビ類(Fenneropenaeus

merguiensis)幼生， アキアミ類(Acetesspp.)やアミ類Mesopo-

dopsis tenuiρesに着生する複数の繊毛虫(Acinetatuberosa， Lα-

N O S A M A M F 

genoρhηIS eupagurus， Conidophrys pitelkαe， Zoothamnium du-

plicαtum)が報告された (Fernandez-Leboranset a1. 2009). こ

れら繊毛虫のうち，AcinetaやZoothαmniumは多くの甲殻類を

宿主として利用する一方，LagenophyrysやConidophrysがアミ

類から見つかることは極めて希である • Zoothαmnium duplicα-

tumの宿主M.tenuipesへの付着は部位特異性が高く，ほとんど

の観察例が第6腹節後端か尾肢基部の旺門に近い場所である

(Fig. 5A) (Hanamura et a1. 2010). この着生率には明瞭な季節

性は見いだせない (Fig.5B). ただし， マングロープ水域の塩分

濃度が下がると繊毛虫の付着率が増える傾向が認められた (Ha-

namura et a1. 2010). また，M tenuipesの近縁種としてマング

ロープ河川の外側にあたる沿岸海域に側所的分布を示すMeso-
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外部共生する繊毛虫類の生活史には不明な点が多い.周毛類

は基本的に宿主の体表に固着して生活する摂食細胞(tro-

phont)と宿主を離脱して遊泳し，分散機能を担う細胞(telo-

troch)とが存在する.種によっては上記のほかに自由生活をす

る栄養細胞(freeswimming zooid)や休眠細胞(cyst)の存在が

示唆され，環境の変化に対応し臨機応変にそれぞれの細胞型に

移行しうるらしい (Gilbert& Schroder 2003). また，大西洋の

波打ち際に生息するアミ類Schistomysispαrkeriに着生する吸

管虫 Ophryodendronmysidαceiでは繊毛をもった有柄細胞

(tentacular form)，繊毛のない有柄嬬虫細胞(vermiform)，耐久

期細胞(resistantform)など，生活環の中のさまざまな細胞型が

アミ類宿主の体表で確認されている (Fernandez-Leboranset 

al. 1996). 

アミ類宿主がこのような繊毛虫類の付着によってどのような

影響を受けているのかはっきりしない.多数の繊毛虫類の付着

が宿主にとってストレス因子となる，遊泳能力の低下を招く，

捕食者の日をひきやすい，あるいは視覚を妨げるといった悪影

響を及ぼすこともあろう.また，餌料をめぐって宿主との競合

も示唆されているが，多くの繊毛虫類はアミ類宿主にとって大

きな影響を及ぼしていないものと推察される.いずれにして

も， この共生関係が成立する要因，過程，ならびにその影響な

どの詳細な評価は今後の研究に委ねられている.

今後の課題

カイアシ類，オキアミ類，その他の浮遊性甲殻類を宿主とす

る隔口類については浅海~深海において種多様性，生態的機能

を精査する必要がある.特に捕食寄生性種の宿主個体群に与え

る影響を評価する必要がある.カイアシ類に共生する吸管虫

類，アミ類に共生する周毛類は宿主特異性および海域特異性が

高く， このメカニズムが解明されれば宿主の生態の理解や水塊

指標性に応用できょう.
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